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モ鰯 レテ置 イ タ、 デ アル カ ラ今 叉 コ ・二詳 細 ナ

敷 字 ヲ繰 返 ヘ ス煩 ハ避 ケル ガ、 ソ ノ鰍 牧 録 シ

タ敷 字 殊 二吾 國 二關 ス ル撒 字 二 多少 ノ遺 漏 モ ア

ッ タ ヤ ウ ダ カ ラ、 以 下 ソ レ テ追 加 シテ今一 度簡

軍 二 吾國 二於 ケル コ レ迄 ノ牛 型 菌 検 出成 績 テ紹

介 シ同 時 二歌 米 二於 ケ ル成 績 ノ2、3ヲ モ再録

シテ彼 此 封 比 二便 シ度 イ ト思 フ ギ第 ユ表 蓼 照)。

第1表 二 見 ラ レル ヤ ウ ニ、 吾圏 二 於 テハ入 膿 ヨ

リ ノ牛 型 菌 ノ検 出傘 ハ歓 米 ノソ レニ比 較 スル ト

練 計 二於 テ甚 シク{騨 デ ア ツ テ、 検 出 陽性 報 告

ヨ リモ陰 性報 吉 ノ方 ガ多撒 テ占 メテ居 ル。 ソ シ

デ 叉、 検 出 陽性 報 告 二就 テ ヨ ク見 ル ト、 一 方 二

極 メ テ低 卒 ノモ ノ(例 之 、宇 賀 一 〇。8%〉 ガ アル

カ ト思 フ ト、他 方 ニ ハ ソ レ ト反封 二 歓 米 ノ検 出

寧 ニ モ匹 敵 スル ヤ ウ ナ極 メテ高 率 ナ モ ノ(例 之、

佐 藤 一22。2%、 山 崎 一143%)モ アル コ トガ判

ルo

コ ノヤ ウ ナ事 實 ハ 、 吾 國 二於 ケ ル検 出奉 ガ絃

計 二 於 テ甚 シ ク低 イ コ ト ノ原 因 ガ、 牛 型 菌感 染

者 ノ僅 少 デ アル コ トノ ミニ在 ル ノデハ ナ クテ、

或 ハ 供 試 材 料 、 培 養 基 其 弛 培 養 手技 、 菌 型鑑 別

法 等 ガ當 ヲ得 ナ カ ツ タ コ トニ モ ヨツ テヰ ル ノデ

ハ ナ ィカ トノ疑 問 テ吾 々 二懐 カ セ ル◎ 事 實 、先

人 ノ業 報 テ仔細 二吟 味 シテ見 ル ト、 ナ カニ ハ其

等 ノ黙 二於 テ全 ク粗 漏 ガ ナ カ ツ タ トノ・謂 ヘ ナ イ

ヤ ウナ モ ノモ無 イ デハ ナ ィ。

コ ンナ 見地 カ ラ、 著 者 等 ハ、 欧米 デ牛 型 菌 ノ検

出 率 ガ比 較 的 高 イ ト考 ヘ ラ レテ ヰ ル外 科 的 結核

二材 料 テ仰 ギ、 其 他 二培 地、 培 養 法 及 ビ菌 型判

定 法 等 ニ モ充 分 意 ヲ配 リ乍 ラ人 龍 材料 ヨ リ ノ牛

型 菌 ノ検 索 テ行 ツ テ見 タ。 以 下 ソ ノ成 績 ノ要鮎

ラ報 告 スル.

一、 検 索 法

イ、培 養 材 料

供 試 シ タ材 料 ノ種 類 及 ビ例 敷 ハ第2表 二示 シタ

ヤ ウ ナ モ ノデ アル ガ、 ソ ノ凡 テ ハ本 學 赤 岩 外 科

二 於 テ手 術 ニ ヨ ツテ、 トリ出 サ レタモ ノデ、 術

後 出 來 ル 丈 ケ速 カニ培 養 二供 シ タ.

ロ、 培 養 基

4%ノ 割 合 二 「グ リセ リ ン」テ含 ムPetragnani

培 地 トPetragnani培 地 カ ラ「グ リセ リ ン」デ全

ク控 除 シタ培 地5テ 、 各 材料 毎 二各 々5本 宛 用

ヒ タ。 培 地 ハ 凡 テ新 二調製 シテ聞 モ ナ イモ ノテ

用 ヒ タ コ トハ無 論 デ アル.

ハ 、分 離 培 養法

材 料 ガ膿 デ アル場 合 ニハ 、 ソ ノマ ・乳 鉢 二移 シ

テ充 分 二 摺 リ潰 シテ 生 理 的 食 盤 水 乳 剤 トシ タ

ガ 、 ソ ノ他 ノ材 料 ハ豫 メ出 來 ル限 り細 切 シタ後

乳 鉢 二移 シテ海 砂(メ ル ク〉テ少 量 宛 加 へ乍 ラ ヨ

ク研 磨 細碑 シ食 盤 水 ヲ如 ヘ テ勃 剤 トシ タ.次 デ

ソ レ ラニ約 倍 量 ノ滅 菌5%、 硫 酸 水 テ加 へ強 ク

振 醗 シツ ・約5分 間 室 温 二 保 チ 次 デ毎 分3000

同 轄20分 間 彊 力 遠 心沈 澱 ラ施 シ、 上 液 ハ 充 分

傾 鴻 シ、 ソ ノマ ・ノ沈 渣 全部 テ、 丁 度 前 記 ノ培

地 計10本 二 略 丸同量 宛 ユ キ ワ タル ヤ ウー:一シテ

移 植 シツ ク ス。 其 後 ハ 法 二 從 ツテ、 管 ロ テ「パ

ラ フィン」デ嚴 封 シ血 温 二保 ツ テ培 養 シタ.以 上

ノ操 作 ガ 凡 テ嚴 重 二 無 繭 的 二行 ハ レ タ コ トハ 申

ス マ テ モナ イ。

培 養 期 間 ハ最 長150日 迄 トシ、 ソ レ迄 二全 然集

落 ガ登 生 シテ來 ナ ィ場 合 二、 ハ ジ メテ培 養 成績

陰 性 トシ タ。

抗 酸 性 菌 ノ集 落 ガ登 生 シタ際 ニ ハ、 先 ヅ ソノ性

駄 テ肉 眼 的 二詳 細 二観 察 シ、 緬 イ テ新 シイ前記

2種 ノ培 地 二移 シ、 ソ ノ登 育 ノ優 性 力劣性 カテ

調 べ 更 二、 次 二 述(ご ル ヤ ウ ナ 動 物 試験 ラ 行 ツ

テ、 ソ ノ病 原 性 ノ有 無 ノ制 定 及 ビ菌 型 ノ決 定 ヲ

行 ツ タ。 曳

爾 、 材料 ハ素 々無 菌 的 二探 ラ レタ モ ノ デアル カ

ラ硫 酸 水 ニ ヨ ル塵 置 イ・短 時 間 デ充 分 デ アル筈 ト

考 へ叉 ソ レ ノ長 時間 ノ作 用 ガ結 核 菌 ノ褒 育 二及

ボ ス悪景瑠1テ モ考 慮 二 入vテ5分 間 トシ タ ノデ

アル ガ、 ソ ノ結 果 ハ豫 想 二違 ノ・ズ雑菌 ノ褒 育 八

非 常 二稀 デ ァ ツ タ。

二、 病 原 姓 ノ有無 及 ビ菌型 ノ判 定法
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分 離 シ タ抗 酸 性 繭 ノ蒲 原 性 ノ有 無 テ知 ル タ メ二

八、菌 株 毎 二3頭 ノ海 狸 ノ右 側 膝 襲 部 皮 下 雲霞

量:5逸 宛 ヲ接 種 シテ置 キ、 途 中艶 死 シタ場 合 二

八 ソ ノ都度 、 又 生 存 シテ 屠 ル場 合 ニ ハ接 種 後2

箇 月 内外 デ屠 殺 シテ、 剖 検 シ、 局所 、淋 巴腺 及

ビ内臓 二於 ケ ル結 核 性 攣 化 ノ有 無 ヲ観 察 スル コ

トニ ヨヅ テ判 定 シ タc爾 浸潤 牲 灰 白 色乃 至灰 白

黄 色 ノ集 落 が獲 生 シ タ場 合 二 八海 狸 以 外 二無 常

ソ ノ1廷 ト5雇 トヲ鶏 二羽 ノ静 脈 内 ニ ソ レ ゾ レ

接 種 シ、2箇 月後 二屠 殺 シテ結 核 性 病 攣 ノ有 無

テ検 査 シテ1鳥 型 結 核 菌 ノ検 出 ヲ モ企 テ ル コ ト

テ忘 レナ カヅ タ。

次 二、分 離菌 ノ菌 型 鑑 別 法 デ アル ガ、 著 者 等 ハ

萬全 ヂ期 シテ、 前 記 ノ海 狸 接 種 ノ結 果 、 結 核 菌

デ アル コ トが判 ツ タ 菌 株 ハ 凡 テ ソ ノ10誕 ト5

醒 トテ1頭 宛 ノ{建痕家 兎 ノ右 側 膝 髪 皮 下 二接 種

シi中 途 デ艶 死 シ タモ ノハ ソ ノ都 度 、 叉 生 残 シ

テ ヰ ル モ ノハ 接 種 後 大罷2箇 月前 後 デ屠 殺 シ テ

剖 検 シt接 種 協所 、 部 属 及 ビ其 他 ノ淋 巴腺 並 並

内瞬 二於 ケル結 核 性 病 後 ノ有 無 乃 至程 度 及 ビ性

状 ヲ観 察 シ タ.ソ ノ結 果 、 一 頭 ノ ミ又 八二 頭共

二接種 部 倍 三蹟瘍 又ノ・大 膿 瘍 ガ ア リ、 部 属 淋 巴

腺 が腫 大 乾酪 化 シテ居 り、 内臓殊 二肺 臓 二進 行

性 融 合 性 ノ結 節 が全 般 二五 ツ テ認 メ ラ レ タ場 合

ニ ハ、 ソ ノ菌 株 二牛 型 結 核 菌 ノ疑 ヲ ヵケ タ.ソ

シテ コ ンナ強 イ病 攣 テ起 シテ來 ナ イ菌 株 ハ 、假

令接 種 部 位 二 多少 ノ膿 瘍 ガ アヅ タ リ、 肺 臓 二 少

数 ン境 界 明確 ナ小結 節 が 見 ラ レ タ リ シテ モsソ

レハ 凡 テ人 型結 核 菌 トシテ算 ヘ タ。

右 ノヤ ウニ シテ、 牛 型 結 核 菌 ノ疑 テ置 イ テ菌 株

二就 テハ 更 二次 ノヤ ウ ナ動 物 試 験:ヲ行 ツ テ成 績

ノ正 鵠 斗期 シタ窃 即 チ、 一一方 二於 テヘ ソ ノ1

彪 ヲ前 ト同様 二家 兎 ノ皮 下 二接 種 シ前 述 ノ様 ナ

強 イ病 攣 ヲ招 来 ス ル カ ドウ カタ追 究 ス ル ホ カ、

他 方 二於 テハ 更 二戸 田四 肝 皮 内法 働 ニ ョツ テ家

兎 ノ両側 ノ後 肢 上 腿 外 側 皮 内 ニ ソ レ ゾ レ被 検 菌

ノ0。OO1醒(食:堅 氷0.1婬ilテ 接 種 シ、 前 肢 ノ該

部 ニ ハ一 側 二 飢知 人 型 菌(フ ラ ン ク フル ト機 ヲ

他 側 二 八 既知 牛型 菌(三 輪 株♪テ同様0.0⑪1雇 宛

接 種 シタ後約2箇 月 内外 二亙 ツ テ観 察 シ、被 検

菌 が既知 ノ牛 型 菌 ト同様 ノ強 イ結 核 性 ノ攣 化i

例 之接 種 部 位 が硬 結 ヨ リ膿 瘍 トナ リ更 二潰 瘍 ト

ナ ツテ治 癒 ノ傾 向 ノ、兇 ラ レズ文 部 屡}淋巴腺 モ強

ク腫 大 乾酪 化 シテ居 ル等 ノ所 見 テ招 来 シテ屠 ル

ヤ ウ デ ア ツ タ ラ、 ソ づ デハ ジ メデ被 検 菌 が牛 型

結 核 菌 デ ア ル ト決 定 シ タc

尚 、 右 ノヤ ウニ シテ牛 型 菌 デ アル ト決 定 シタ菌

株 デ モ ソ ノ培 養 乃 至 護 育 性 状 上 牛 型 菌 二閣 スル

ー般 通 念 ト精 気隔 ツ テ居 ル ヤ ウ ナ菌 株 三献 テハ

念 ノ爲 二更 二 占部 及 ビ倉 田偽 ノ家 兎眼前 房 内 接

穂 並 ヨル 鑑 別法 デ モ行 ツ テ更 二成 績 サ確 メタc

ソ ノ鑑 別法 トイフ ノへ 被 検 菌0.001延 喰 勲

、水0ユ 耗 伊 家 兎 ノ … 側 ノ眼 前 房 内 二 接 種 シa

他 側 二 八既 知 尺型 叉 ハ牛 型 菌 ノ同:量ヂ接 種 シ、

3週 間 後 ノ眼 球 ノ捕 獲 ノ性 状及 ビ強 サ三 碧ツ テ

菌 型 ヲ判 定 スル 方法 デ アル ガ、 入 型 菌 デハ ソ ノ

際 、 眼球 所 見 ハ殆 ド正 常 力叉 八極 メテ輕 度 ノ虹

彩 炎 が見 ラ レル程 度 二過 ギ ズ、 牛 型 菌 ノ場 合 二

八 非 常 二 強 イ 虹 彩 毛様 艦 炎 〔第3度 一 占部 ・倉

田)又 ハ全 眼 球 炎 が 起 ル カ ラ、 ソ レ二 言 ツ テ雨

菌 型 ノ判 定 が容 易 二 出 來 ル繹 デ アル.

二、検 索成 績(第2、3表 募照/

分離培養 ノ結果第2表 二示 スヤウナ成績 ラ得

タa

帥 チt材 料64例 ヨ リ抗 酸 性 菌64株 ヲ得 タガ、

動 物 試 験 ノ結 果,鳥 型 結 核 菌 ノ・一 株 モ ナ ク、哺

乳 動 物 結 核 菌551株(85.9%/ト 非病 原 性抗 酸 性

菌9株(14.0%/ト デ アル コ トが制 ツ タ。 同__..材

料 ヨ リ結 核 菌 ノ他 二同 時 ユ1種 叉 八時 二2種 ノ

非 病 原 性 抗 酸 性 菌 が瑳 育 シタ コ トモ ア ツ タ0

ソ ノ非 病 原性 抗 酸 腫 菌 デ注 目 ス可 キ コ トハ、 横

隔 膜 下 膿瘍5例 ノウ チ1例(患 者 、1一 、

53歳 ♂、 昭 和14年9月9日 手 術)二 於 テハ1

ソ ノ 切 除 肋 骨 片 属 国 ノ組 織 ヨ リ 培 養 シタ 際 二
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第2表 供試材料及ビ分離培養成績

結 核 性 材 料1分 離 培 養 成 績

大 別 細 別

頸 部

淋巴腺 腋 窩一息

股 關 節

1例 馴 龍 鑑 結 核 菌
202

30

10

30

關節及 勝 闘 節

骨 恥 骨

11　 　　～⑪b{
一一一 一 一トー 一

〇11
一 ■
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6
_一3一.一 一 一一_.

40
　 1
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7

…
3

1

…3

一
1

1

1

一

　

'

胸 骨 隔1∫
} .60一　1

40

分離結核菌ノ菌型別

人 型;牛 型

剛一

糎 菌強陣
152

一『

11.8%

30 1
10

一

;

30 i一 一

10
_一 一 置

…

1融0
～ 一 ～隔胴…

一一

一一 一

泌 尿
生殖器

腎 臓

副 票 丸

肋膜周国腹瘍

胸 部 ・ 膿
…乳

　

胸

一腺

一管

-

一
-

腸

腹 部 腹

ウ
、

膜

横隔膜下膿瘍

1

5

≦些 他 『 大腿寒牲 膿瘍

合 計

1

46

0

0

1

0

_2_

,_。

9＼14.0つ っ3

6

4

一9

…1

一
1

}
2

一
1

…
3

皇 一_皇.
10

10

20

01

3
　1…　 i「←

、一"

55/85.9.,52

0

=0

3 5・』夷]

モ.叉 日 呼異 ニ シテ/2日 後 〉ソ ノ膿 ラ採 ツ テ培

養 シ タ際 ニ モ無 常 、 集 落 所 見 恢 白 色 漁洞 性 〉上

同一 種 類 ト思 バ レル非 病 原 性 抗 酸 性 菌 ノ ミが畿

育 シ、 結 核 菌 ノ瑳 育 ハ全 然 陰 性 二終 ツ タづ トデ

ア ルcコ ノっ トハ 所 謂 非病 原 性抗 酸 性菌 が 一定

ノ條 伴 ノ下 デハ生 艦 内 デ病 原 性 テ獲 得 ス ル ヤ ウ

ニ ナ ル コ トモ ア リ得 ル ノデ ハ ナ イ カ ト ノ示 唆 テ

與 ヘ ル モ ノデ ・・ナ イ ダ ラ ウ カ.爾i腸 結 核 ノ1

例(一 、18歳 、 ♂i昭 和14年3月1日

手 御 ヨ リ出 身ca黄 色乾 燥 性 集 落 ノ 抗 酸 性 菌 ハ

蕨 育 極 メテ不 良 ・29日 後 集 落1個 餐 現、 累 代培

養 シテ モ 入型 結核 菌 ヨ リモ更 二幾 育 速 度、 量:共

二 劣 ル)デ ア ツ タ カ ラ、 既 ニ ー一般 ヨ リ 承認 サ レ

テ ヰ ル著 色 集 落形 成 結核 繭 デハ ナ イ カ ト考 へ 海

狸 接 種 ヲ行 ツ テ見 タ トコロ矢 張 リ非 病 原性 抗 酸

性 繭 二嫡 スル モ ノデ ア ル コ トが判 ツ タ。 一 般 二

非 病 原 姓 抗 酸 性 菌 ハ礎 育 ノ速 度 、 量 共 二結 核 菌

ヲ蓬 カユ凌 グ モ ノ ト考 ヘ ラ レテ居 ル ガ、 斯 ル菌

株 モ存 在 シテ居 ル コ トハ注 意 テ要 スル コ ト ・思

ノ1レ ル

扱 、結 核 菌 ト制 定 サ レ タ55様 二就 テ、 ソ ノ菌 型

鑑 別 へ 前 二連 ペ タ寓 ウ ナ方 法 デ行 ツテ ミタ ト

コ ロ、3株 あ,5%1ガ 牛 型 菌 デ ア ツ タaソ レラ ノ

分 離 系統r培 養 性 状 及 ビ動 物 試 験 成 績 バ ー据 シ

テ第3表 二示 シタ。

検 出 シ タ牛 型 菌3棟 ノウ チ、2株 迄 ハ ソ ノ培 養

性 状 が定型 的 ナ牙 型 菌 ノソ レテ示 シタ ガ1■

■(6歳 、 ♀)ノ 右 側 頸 藤 葛 リ ノ1株 へ 一 般 牛

型 菌 ノ培 養 性 状 上 ノ通 念 ト趣 テ異 ニ シ、 分 離 常

初 ヨ リ ソ ノ登 育 ハ 粘 気優 性eugonischデ ア リ1

「グ リセ リ ン」嗜 好 性 デ モ ア ツ タ/第3表 爆 照!カ

ラ、 ソ ノ菌 型鑑 別 二當 ツテ ハ他 ノ2株 二行 ツ タ

家 兎 皮 下 及 ビ皮 内接 種 法 ノ他 二 特 二級 前 房 内接

種 法 ヲ モ行 ツテ鑑 別 ノ正 鵠 壁期 シ タa

爾 、 表 三 八示 サ ナ カツ タガ、 動 物 試 験:ノ結 果r

入 型 菌 ト決 定 サ レタ菌株 ノ 多 クハ、 人 型 菌 特有

ナ養 育性 歌 子見 セ タ ケ レ ドモ、 中 三 八分 離壇 養

時 二Cグ リセ リ ン」不 加培 地 ニ ノ ミ登 育 スルモ

ノ、 培 地 内 ノ「グ リセ リ ン」ノ有無 二閣 係 ナ ク裏

方 二同 程 度 二登 育 スル モ ノi磯 育 が極 メテ劣 性
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デ材料 移 植 後126日 目 二

瀬 ク集 落 が少数 綾 生 シ タ

リ累 代 培 養 シテ モニ 代位

迄 ハ礎 育 劣 性 デ漸 ク3代

日頃 ヨ リ優 性 駿 育 テ示 ス

ヤ ウ 轟 ナ ツ タ リスル モ ノ

モ ア ツ タo

三、総括雄 二考按

著 者 等 ハ、 我 国 二於 ケ

ル人龍 ヨ リ ノ牛 型 結 核 菌

ノ検 出 二關 スル諸 家 ノ報

告 テ通 覧 シ汽 成績 ノ陰

性 テ報 告 スル者 が 多 クr

叉綴 金 陽性 デ ア ツ テモ ソ

ノ傘 ノ低 イ報 告 が 多藪 ≠

占 メi從 ツ テ統 計 二於 テ

ハ、 遙 カニ歓 米 ノ ソ レニ

劣 ツ テ居 ル コ 卦ヲ知 ツ タ

ガ、 他 方 二於 テハ ソ レ ラ

ノ陽性 報 告者 ノ中 二 へ

欧 米 ノ検 出 傘 二近 イカ叉

ハ ソ レテ凌 駕 ス ル ヤ ウ ナ

高 イ検 出傘 テ記 載 シテ屠

ル者 モ2、3見 ラUタ ト

づロ ヨ リ、我国 二於 テモ、

供 試 材 料 ノ撰 揮 テ誤 ラズ

培 地 其 他 分離 培 養 手 技 、

菌 型 鑑 別 法 等 テ モ充 分 吟

味 シ テ検 索 ス ルナ ラバ、

案 外 ソ ノ検 出成 績 モ上 ル

ノデハ ナ ィ カ ト思 ハ レタ

ノ デr欧 米 デ牛 型 菌 ノ検

出頻 度 ノ高 イ ト考 ヘ ラ レ

テ居 ル外 科 的 結 核 症 ヨ リ

材料 テ 仰 ギ、 ゼグ リセ リ

ン」加 培 地 ト同 不加 培 地

トヲ用 ヒ、 硫 酸 水 雲 ヨル

慮 置 時 局 モ5分 二短 縮 シ



700 占部 。橋本=外 科 的結核症 ヨリノ牛型 菌検出成績 【第19巻

テ分 離 培 養 ラ行 ツ タ 結 果w64例 ノ材 料 中 ヨ リ、

非 病 原 性 抗 酸 性 菌9株 ト哺 乳 動 物 結核 菌55株

トテ得 タc鳥 型 結 核 菌 ノ検 索 モ行 ッ タガaノ 方

ハ 逡 二陰 性 二 終 ヅ タc分 離 シ タ55株 ノ結 核 菌

二就 テ家 兎 三 碧ル 愼 重 ナ菌 型鑑 別 法 ラ行 ツ タ結

果iソ ノウ チ52株(94。5%〉 ガ 人 型 菌 デ、3株

(5.5%)ガ 牛 型 菌 デ ア ル コ トヲ知 ツ タ。 コ ノ牛

型 菌 ノ 検 出率 ハ 宇 賀 ノ 北 海 道 二 於 ケ ル ソ レ二

相 支近 似 シ テ居 ル.

検 出 シ得 タ3様 ノ牛 型菌 ヘ ソ ノ2株 迄 が頸 腺

結 核 二曲 來 スル モ ノデ從 ッ テ頚 腺 ヨ リ ノ検 出 率

ハ11.8%ト ナ ル(第2表 参 照)窃囎 ノ1株 ハ腹

膜 結 核 二由 來 ス ル モ ノデ、コ ノ患 者 ハ當 時54歳

ノ建 築 諸 員 業 者 デ ア ツ タガ、 ソ ノ以 前 ニ ノ・永 ラ

クハ ワ イ ニ居 住 シ而 モ牧 場 テ螢 ン デ居 タモ ノ ヂ

ア リ、 頚 腺 ヨ リ ノ2例 ノ内 ノ1例 モ常 時6歳 ノ

少 女 デ北 支濟 南 二居 住 シテ ヰ タ コ ト ノァ ル モ ノ

(人工 榮養 ノ有 無 ハ不 卿 ヨ リ分 離 セ ラ レタ菌 株

デ アル カ ラ、 コ レ ラ ノ2例 ハ 、 ソ ノ感 染 が果 シ

テ 日本 内地 デ起 ツ タ モ ノ ヵ又 ハ 外 地 デ感 染 シタ

モ ノ カ審 カ デナ ィ。 併 シ2人 共 二外 國 二 居住 シ

タ ゴ トガ ア リ殊 二 前 者 ノ如 キハ 畜 牛 ト關 係 ノ深

イ職 業 二永 年 携 ツ テ居 タ ト イ フ コ トハ注 目 ス可

キ コ トダ ラ ウ。 頚 腺 ヨ リ ノ他 ノ1例 ハi之 ハ 山

口縣 郡 部 往往 ノ 當 時24歳 ノ農 夫 デ 國 外 二 出 タ

経 験 ノナ イモ ノニ 由 来 シテ居 ル ノ グ カ ラ、 ソ ノ

感 染 ハ 日本 内地 デ行 ハ レタ ト考 ヘ テ間 違 ヒハ ナ

イ筈 デ アル.今 若 シ感 染 ノ機 會 が 日本 内地 又 ノ・

外 地 ノ何 しデ起 ツ タ ノカ不 明 ノ故 テ以 テtサ キ

ノ2例 テ本 邦 二於 ケル統 計 ヨ リ除 外 シナ ケ レバ

ナ ラナ イ ト ス レバs著 者 等 ノ検 出 傘 ノ、蓬 カニ低

下 シテ漸 クL8%ト ナ ル。 併 シソ ンナ 問 題 ハ考

慮 二 人 レナ イデt著 者 等 ノ牛 型 菌 検 出藪 テ検査

結 核 菌 株 線 籔55株 中3株 ト認 メテ、之 テ第1表

ノ本 邦.,.於 ケル 先 人 ノ成績 二加 算 シテ見 ル ト次

ノヤ ウニ ナ ル
o

検 査結核菌株纏徽 人型菌 牛型菌 牛型菌検 出李

1289×271171i{'PO

爾 、 著 者 等 ノ成 績 デ ハ牛 型 菌 ノ検 出例 が少 数 デ

アル關 係 上 、假 今 頸 腺 カ ラ ノ検 出 卒 ガ1L8%ト

イ フ コ トニ ナ ツテ ヰ ル トノ、謂 へtコ レ丈 ケ ノ成

績 ヨ リ シテ直 チニ、 何 レ ノ部 位 ノ結 核 二牛 型 菌

が 多 ク検 出 サ レル カ トイ フ問題:ヲ論 ジル繹 ニ モ

行 カ ズ、 又頸 腺 ヨ リ ノ2株 ノ内1株 ハ6歳 ノ小

見 ヨ リ他 ノ1株 ハ24歳 ノ 成 人 ヨ リ検 出 サ レタ

トハ イッ テ モ、 之 丈 ケ ノ例 数 等以 テ シテハ牛 型

菌 感 染 ト年 齢 トノ關 係 二迄 言及 スル 繹 ニ モ無 論

ユ カ ヌ

コ ノ アタ リデ吾 國 二於 テ人 髄 室 リ ノ牛 型 菌検 出

ノ灘 イ理 由及 ビ吾 國 二於 ケル牛 型 菌 ノ疫 學 的 意

義 二 關 シテ モ蓮 ベ ル ノが順 序 ダ ト思 フ ガ、 コ レ

ラ ノ貼 二 關 シ テハ 著 者 等 ノ1人 占部 が 別 ノ機

會 ω二・於 テ既 二 詳 シ ク述:ベ タ カ ラ弦 二 八割 愛 ス

ノレ⑪
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entdeckt. 
    Auf Grund obiger Resultate kann man durch die  ROntgenaufnahme schnell bestimmen, 
ob die Kradken der offenen oder der nicht-offenen  Lungentuberkulose  angehOren. Die 
Kultur dient danach zum sicheren Nachweis des  ROntgenbefundes. Nur im Falle von 

 nodOsen Infiltrierungen ist besondere Sorgsamkeit der Untersuchung wegen der Alter-
native von Satz 5  und 6 geboten.  Im Zweifelsfalle wird man mit der offenen Lungen-
tuberkulose zu rechnen haben. Die  BrustrrOntgenbefunde bei  tuberkulOsen Kranken geben 
zwar die schnellsten  und eindeutigsten Ergebnisse, sind jedoch ebenso wie die Bazillen-
kultur nur  fiir einen augenblicklichen Krankheitszustand  gultig, der manchmal  aus-
serordentlich schnelle Entwicklungsstadien  durchlauft.  Durch ihre schnelle  Anwendungs-
mOglichkeit aber versprechen die  erwahnten Kenntnisse eines  Zusammenhangs von 

 ROntgenbild  und der entsprechenden Bacillenkultur prophylaktisch  und in der  tagliehen 
Praxis gewisse Nutzen.  Autoreferat  ) 

        The Incidence in Human Tuberculosis of the bovine Type of 

 Tubercle Bacilli in Japan. 

                               By 

                       Kaoru Urabe and Choku Hasimoto. 

    (From the Dept. of Bacteriology (Prof. T.  Toria), Kyushu Imperial University,  Hukuoka,  Japan.) 

    Cultivating 64 materials from various kinds of surgical tuberculosis, which showed 
in the table I, on glycerinated and not glycerinated Petragnani's egg media, we obtained 
64 strains of acid-fast bacilli. 

    Inoculation test in guinea-pigs and cocks showed that, of these 64 stains, there were 
9 strains (14,0%) of saprophytic acid-fast bacilli and 55  (85.9%) of mammalian tubercle 
bacilli, but none of avian type. 

    By subcutaneous,  intradermal and intraocular injections of various doses of bacilli 
in rabbits, of these 55 strains of mammalian  tubercle bacilli, 52 strains  (94.5%) are deter-
mined to be the human type and 3  (5.5%) to be the bovine type. (table I) 

                                 Table I. 
           The Kinds and Number of materials, Results of Isolation and 

                      Types of isolated  Tubercle  Bacilli. 

             Materials Results of Isolation , Types of isolated                                                                   Tubercles Bacilli  

             KindNumber SaprophyticITubercle HumanBovine                                        Acid-fast Bac. I  Bacill   type   type 

     Cervical 20 2 17 15 2  (11.8%) 
Lymphgland Axillary 3 0 3 3 0 

   Inguinal 1 0 1 1 0 

    Hip-joint 3  0 3 3 0 
 Bone and Knee-joint 1 0 1 1  - 0 
 Joint Pubic-bone 1 0 1 1  0 
   Sternum 1 0 1 1 0 

 Genito- Kidney 6 3 6 6 0 
 Urinary Epididymis 4  H 0  4 4 0
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     Peripleural Abscess 13 1 9  9 0 
 Chest Empyem 1 0 1 1 0 
   Breast 1  1  0 1 1 0 
 --I — 

    Intestine 2  : 1 2 2 0 
Abdomen Peritoneum 1 0 1 0 1 

     Subphrenic Abscess 5 2 3 3 0 

 miscella-    Thi
gh  abscess  1  0  1  1  .0  neus 

          Total 64 9  (14.0%) 55 (85.9%)  52(49.5%) 3  (5.5) 

    The sources and the cultural characters of these 3 strains of bovine type, detected 

by us, are minutely showed in the table II. 

                               Table  II. 

      The cultural Characters of 3 Strains of Bovine Tubercle Bacilli, isolated 

          Patients Cultural Characters  i                                                                                                                       
1                                                                                           N

ames                                                              Colony-growing    Ch
aracters  '  of    N

ame Occupa-                          Remark materialsGlycerin-'NotofStrains 
(Sex and Age) ton                                                          ated  ,  glyceri- Growth 

                                                      media  ated Media                 ----- ------ - H ----  ,   
                                         ± 

   M. F.  Once lived in Tsi-Nan, Cervical- 56 days somewhat  • 
                                                                              Eugonic1 M.F. (4-, 6 years) North Chinaigland after 

 Inoculation 
                                                                                                                      ----

,  

, 

   S.M.Never went  abroad,                           Cervical-6+                                                             7 days           F
armer.shutinghimself in cal-in the —

afterDysgoni (T , 24 years)glandc S. M. 
                     country in Japani. 

 1---- Inocula tiorr 
             lived in Hawaii for a  + 

   K. N.longtimeworkingin Perito- 43 days.      B
uilder!Dysgonic K. N.  ( 

, 54 years) Pasturage, Now living neum— after 
                    in the country  in Japan,Inoculation 

                                                                            ... 

                              Table III. 

                              Japanese Statistics. 

 Summarited  by Urabe, one of the Authors) 

 Number  1 Human  ! Bovine  R
eporters  ,  •  Year  1,i Percent. of Boy. 

                                             ofcases typeTyp  .  1  -  -  ---  —  ---  -  -  p-

  Kitasato  1910  152  152  0 0 
 Ogata 1910 146  146 0 0 
     Watanabe, Kasuga and Kunieda 1924 1  0  1 

  Akiyama 1926 2 2  ;  1) 0 
 Matuzawa 1931 104  ,  100 4  3.9% 

  Matumoto 1932 23 23  0  1) 
  Yuge 1932  45 44 1 

  Uga  •  , 1933 93  ' 93 0  0 
   Katakura -  ' 1934 125!124'1' 0.8% 

  Sato 1935 9"'6  1 2  22 .  2  % 
   Kitahama and Kawakami 1935 36 36 0 0 

  Yamasaki 1938 35 30 5  14.  3% 
    Yamasaki and Yamaguchi 1938  - 63  63 0   0 
  Matuhisa 1938 200 200 0  ! 0 
    Kimura, Ueda and Kondo 1939  200 200 0  !  0  U

rabe and  Hasimoto (authors) 1940 55 52 3  5  . .--) --, 

          Total 1289 1271  ' 17  1.4,; 

             * Among 9 strains
, 6 were human, 2 were bovine and 1 was avian type.
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     M. F. -strain was somewhat eugonic and glycenophile and S. M. and K. N. -strains 
were of typical cultural characters of the bovine type. 

    It is to be noticed that, among three strains, only one (S. M. -strain) was  originatedft 
from whom never went abroad, shuting himself in the country of Japan, and other two 
(M. F. -and K.N. -strains) were originated from whom once lived in forein countries. 

                            Summary and Conclusion. 

    1. 64 strains of acid-fast bacilli were isolated from 64 examples of Japanese surgical 
tuberculosis, and among them we found 9 strains of soprohytic acidfast bacilli and 55 of 

 tubercle bacilli, including 52 of human type  (94.5%) and 3 of bovine type  (5.5%). 
    2. One of three strains of bovine type showed somewhat eugonic and glycenophile 

growth. 
    3. The summarized statistics related to all strains of the bovine type, detected from 

Japanese, are shown in the table III. (By the Authors.) 

              Klinische Studien  fiber die exsudative Pleuritis. 
 Mittellung ;  Uber die Entstehung der exsudativen Pleuritis  und die 

            Entwicklung der postpleuritischen Lungentuberkulose. 

                                     Von 

                              Dr. Med. Susumu  Kauai. 

                  Chefarzt der  Fiirsorgestelle der Tuberkulose zu Sapporo, Japan. 
 (Aus  Farsorgestelle der Tuberkulose zu Sapporo, Japan.) 

 Uber die Entstehung der essentiellen exsudativen Pleuritis, bes.  ihre  Beziehung- mit 
der  primaren Tuberkuloseinfektion sind mehrere eingehende Arbeiten  sowohl im Auslande 
als auch im Japan schon  verOffentlicht (H. Arima,  Y. Kobayashi, Heimbeck,  Arborelius 
u. a.). Dennoch  lasst manche  Dunkelheit daran  iibrig  ; z. B. manche Autoren im Deutsch-
land glauben zur Zeit noch, dass die Pleuritis  harnatogen entstehen, wenn Tuberkelbazillen 
von  Lymphdriisen des Lungenwurzels in die Blutbahn invasieren. 

    Das ist aber noch eine nicht sicher bewiesene Tatsache sondern eine  Hypothese ,. 
gebaut auf dem Basis der Ranke's Einteilung der Tuberkuloseinfektion. 

    Der Verf. studiert in seiner 7  jahrigen  Tatigkeit zur  Fiirsorgestelle  fiber diesem 
Problem mit seinem grossen Materiale,  nahmlich  Uber 7000 Pleuritiden. Seine Studien 
beziehen sich auf Tuberkulinreaktion  und B. S. Reaktion vor  und  nach der Entwicklung 
der Pleuritis, sowie auf  rOntgenphotographische Forschung der  Briiste der Kranken , auch 
vor  und nach Pleuritis derselben Individuen. 

    Dazu benutzte der Verf.  80  ?dile Pleuritiden. Sehr interessant ist seine Forschung , 
wie die Lungentuberkulose im Verlaufe  und direkt nach Abheilung der  Pleuritis  entwickelt . 

    Kurz zusammengefasst sind die Resultate  folgendermassen  : 
    1. Von 80 Fallen der Pleuritiskranken zeigen fast  samtliche (79  Falle) positive 

Tuberkulin (intrakutan) reaktion bevor dem Ausbruch der Pleuritis, darunter  77.5`),; der 
Fallen starke Reaktion (Hyperergie von 41+-114). Gleichzeitig mit der Ansammulung der 

 Fliissigkeit im Pleuraraum zeigen sich eine deutliche  Abschwachung der Allergie ,  ja 
manchmal negative Ausfalle.




